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令和５年３月１日  

福岡県教育委員会教育長 殿 

 

在籍校名    豊前市立八屋中学校 

職・氏名    教諭 梶屋 允志 

指導者名       福田 隆太郎 

 

研 修 報 告 書 

 

 このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別 

  Ⅾ 福岡県教育センター研修員 

２ 主題研修について 

研究主題 自己有用感を実感することができる生徒を育む授業づくりの研究 

     －「コネクション３」を位置付けた保健体育科学習を通して－ 

(1) 研究のねらい 

 ア 課題の背景 

1,000 人当たりの不登校生徒数が増加傾向にあることは全国の喫緊の課題であるが、福岡県は全国

平均を上回っており、一層その対策が求められている。生徒指導提要(改訂版)では、自己存在感の感

受を促進する授業づくりとして、自己有用感を育む工夫が求められている。また、生徒指導リーフ

(Leaf.９)では、自己有用感が高まることで不登校生徒数の減少につながったことが報告されている。

これらのことから、不登校生徒数が増加傾向にある在籍校においても、生徒が自己有用感を実感でき

るようにする取組への工夫が必要であると考えた。また、私自身の指導を振り返ると、生徒指導とは

問題行動に対応することと捉え、自己有用感を育むことなど生徒指導の実践上の視点を意識した授業

づくりが十分ではなかった。さらに、在籍校において、自己有用感を育むために必要な教師による居

場所づくりと生徒による絆づくりの実態を調査した結果から、授業での居場所づくりと絆づくりの活

動が、生徒の自己有用感の実感に繋がっていない実態が明らかになった。これらの背景から、授業に

おいて自己有用感を実感することができる生徒を育むことが重要であると考え、本主題を設定した。 

 イ 研究の目的 

自己有用感を実感することができる生徒を育むために、「コネクション３」を位置付けた保健体育科

の授業づくりの有効性を検証する。 

 ウ 研究の仮説 

｢コネクション３｣を保健体育科学習の一単位時間に位置付ければ、自己有用感を実感することがで

きる生徒を育むことができるだろう。 

(2) 研究の構想 

 ア 主題の説明 

 (ｱ) 主題について 

生徒指導提要(改訂版)では、｢自己有用感｣について「他者のために役立った、認められたという自

己有用感」と示されている 1)。このことから本研究における「自己有用感を実感する」とは、自分が

他者の役に立ったという貢献や、自分が他者から認められているという承認を自覚して感じている状

態と捉える。よって本研究においては、「自己有用感を実感することができる生徒」を、貢献と承認

を実感する姿で捉える。 
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｢自己有用感を実感することができる生徒を育む授業づくり｣とは、学習活動の中に、生徒が自己有

用感を実感できるようにするための、教師の働きかけや生徒の活動を位置付けることである。 

(ｲ) 副題について 

｢コネクション３｣とは、生徒相互の関わりを促進するために、１単位時間の授業の導入段階におけ

る生徒が貢献と承認の見通しを持つことができるようにするための教師の働きかけ（アプローチ１）、

展開段階における互いの考えや知識を伝えたり協力して運動したりする生徒の活動（アプローチ２）、

終末段階における他者の役に立てたと感じたことを自己評価したり他者と認め合ったりする生徒の活

動（アプローチ３）のことである。この「コネクション３」を展開することで、生徒が互いに関わり

合いながら、一人一人が貢献や承認を実感することができると考える。また、保健体育科で育成する

資質・能力には、生徒指導提要で示されている生徒指導の実践上の視点が位置付けられている。これ

らのことから、本研究で「コネクション３」を１単位時間の授業に位置付けることは、学習のねらい

に迫る際に、教科や領域といった異なる学習の環境や形態においても、自己有用感を育むことができ

るのではないかと考えた。 

 イ 研究の内容 

(ｱ) 研究の具体的構想（図１） 

実態調査によると、本

研究の実証学級は自己有

用感が低く、日々の生活

にストレスを抱えている

生徒が多い実態である。

加えて、中学校学習指導

要領解説保健体育編で

は、体育分野「体つくり

運動」の内容の取扱いに

ついて、保健分野｢スト

レスへの対処｣などとの

関連を図った指導を行う

ものと示されている。さ

らに、体つくり運動の目

標には、仲間の学習を援助しようとすることや分担した役割を果たそうとすること、欲求不満やスト

レスへの対処の目標には、自他の健康に関心をもつことが示されている。これらの目標の達成ととも

に、生徒が自己有用感を実感するためには、生徒が互いに関わり合うことが必要である。そこで、生

徒が心身の健康の保持増進に向けて関わり合う教材化の工夫として、まず、「欲求不満やストレスへ

の対処」において、自他のストレスへの適切な対処方法に関心をもったりその知識を活用したりする

ことができるようにする。次に、その対処方法の実践として、運動で関わり合う「体ほぐしの運動」

で心の状態の改善を図る。最後に、「体の動きを高める運動」を協力して学習することで、生徒の関

わり合いを段階的に充実させながら、心身の健康の保持増進を目指すことができるように単元を配列

する。このように、保健分野と体育分野の相互の関連を図って心身の健康の保持増進を目指す授業に、

アプローチ１～３を位置付けることによって、貢献と承認の実感をねらうこととする。 

(ｲ) アプローチ１ 

導入段階で、生徒が貢献と承認の見通しを持つことができるようにするための教師の働きかけとし

て、授業で大切にする三つのことを確認する。（図２） 

〇 他者や集団に対して、自分が役に立てたと感じた行動を明らかにしたり、役に立てたことを 

前向きに受け止めたりしている。                                             【貢献感】 

〇 他者や集団からの感謝や称賛の言葉を前向きに受け止めている。               【承認感】 

図１ 研究構想図 
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(ｳ) アプローチ２ 

実証授業Ⅰでは、生徒は互いの考えを伝

えるペア活動に取り組む。教師は、活動の

留意点として、生徒が自分の思いや考えを

伝えやすくするために傾聴する約束を確認

し、自分の考えを伝える場面を設定するこ

とで貢献の状況をつくる。実証授業Ⅱで

は、生徒は自他の協力で成立する運動を行

うペア、グループ活動に取り組む。教師

は、活動の留意点として、互いの協力が必

要な運動を選んだり協力が必要となるよう

にルールを変えて取り組ませたりすることで貢献の状況をつくる。実証授業Ⅲでは、生徒は分担して

学習した知識を伝える活動に取り組む。教師は、活動の留意点として、他者に知識を与えることがで

きるようにするために、他者にとって新たな知識を伝え合う場面を設定することや、生徒が自分の知

識を伝えやすくするために伝達シートを活用できるようにすることで貢献の状況をつくる。（図２） 

 (ｴ) アプローチ３ 

 終末段階で、生徒は他者の役に立てたと感じたことを自己評価する。教師は、活動の留意点として、

自己評価チェックリストを活用する。自己評価をチェックリスト形式にして可視化することで、生徒

がアプローチ２における自分の行動を貢献の行動として捉えることができるようにして、貢献の実感

をねらう。そして、生徒は共に活動した他者のよさを付箋に書いて認め合う活動に取り組む。教師は、

活動の留意点として、認める視点を確認した上で付箋を活用することで、生徒同士がよさや頑張りを

認め合えるようにして、承認の実感をねらう。（図２） 

(ｵ) 検証の方法 

検証は、実証授業毎の前後に行った、授業での貢献、承認の見通し、貢献感、承認感に関するアン

ケート（４件法）、生徒の発言や行動、学習プリントの記述、生徒へのインタビューの分析で行う。

また、事前調査において、貢献感、承認感が低かった生徒Ａを抽出生徒とし、その変容を分析する。 

(3) 研究の実際（対象：Ａ市立Ｂ中学校第１学年Ｃ組 28 名） 

 ア 実証授業Ⅰ～Ⅲにおけるアプローチ１の実際と考察 

（ｱ）実際 

 実証授業Ⅰ～Ⅲの導入段階で、生徒が貢献と承認を意識して学習に臨めるようにするために授業で

大切にする三つのこととして、「失敗を大切にすること」「人の役に立とうとすること」「友達のよさ

や頑張りを認めること」を確認した。 

（ｲ）考察 

 生徒Ａはアプローチ１を受けて、友達の役に立とうと思

ったことや、友達のよさを見つけたり感謝を伝えたりしよ

うと思ったことを授業後アンケートに記述しており、貢献

や承認の見通しをもつことができていた（資料１）。これ

らのことから、導入段階にアプローチ１を位置付けたこと

は、生徒が貢献や承認の見通しをもつことができるようにするために有効であったと考える。 

イ 実証授業Ⅰにおけるアプローチ２、アプローチ３の実際と考察（令和４年 10 月６日） 

（ｱ）実際 

展開段階でのアプローチ２において、生徒が自分の課題や考えを伝えることができるようにするた

めに、傾聴の約束を確認した。生徒Ａはその後の相談活動で、ストレスを感じている生徒Ｂの話を丁

寧に聞き、自分なりの対処法を伝えて役に立とうとする姿がみられた（資料２）。終末段階でのアプ

ローチ３では、友達の役に立てたと感じたことを自己評価する場面を設定するとともに、生徒が互い

図２ コネクション３の構成 

資料１ 生徒Ａの貢献と承認の見通し 
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のよさを認め合えるように付箋

を配付した。生徒Ａは、友達の

役に立つことができたと感じた

自分の行動にチェックを入れた

り、「できるだけ分かりやすく教

えられた。」と貢献できたことを

振り返ったりしていた。また、

相談に乗ったことへの感謝の言

葉が書かれた付箋を友達から受け取っていた（資料３）。 

（ｲ）考察 

 生徒Ａは、貢献の自己評価で自分の行動を振り返り、友達の話を真剣に聞いたことや、対処法につ

いて自分の考えを出したことを貢献の行動であると自覚して、友達の役に立てたと感じていた。これ

らのことから、アプローチ２で互いの考えを伝えるペア活動を位置付け、アプローチ３で貢献を自己

評価できるようにしたことは、貢献を実感できるようにする上で有効であったと考える。また、生徒

Ａは、友達から感謝の言葉が書かれた付箋を受け取り、授業後に「付箋をもらって役に立てたと知っ

てとても嬉しかった。」と答えており、他者からの感謝の言葉を前向きに受け止めていた。これらの

ことから、アプローチ３で、互いのよさを付箋で伝え合う活動を位置付けたことは、承認を実感でき

るようにする上で有効であったと考える。 

ウ 実証授業Ⅱにおけるアプローチ２、アプローチ３の実際と考察（令和４年 10 月 20 日） 

  (ｱ) 実際 

実証授業Ⅰを終え、実証授業Ⅱ

では、生徒が自他の協力が必要な

運動を行うペア、グループ活動を

位置付けた。展開段階でのアプロ

ーチ２において、ペアでのボール

運び、ペアやグループでの縄跳

び、グループでの台風の目の運動

を設定した。それぞれの運動において、「大丈夫かな。」「も

うすぐ曲がるよ。」と声をかけて複数の友達と関わり、協力

する姿が見られた（資料４）。終末段階でのアプローチ３では、友達の役に立てたと感じたことを自

己評価する場面を設定するとともに、生徒が互いのよさを認め合えるように付箋を配付した。生徒Ａ

は、友達の役に立つことができたと感じた自分の行動にチェックを入れたり、「あまり怖く思わせな

いように声かけをした。」と記述したりしていた。また、運動の感想と感謝の言葉が書かれた付箋を

友達から受け取っていた（資料５）。 

 (ｲ) 考察 

 生徒Ａは、貢献の自己評価で自分の行動を振り返り、友達が運動を楽しめるように運動に参加した

ことや友達に声かけをしたことを貢献の行動であると自覚して、友達の役に立てたと感じていた。こ

れらことから、アプローチ２で自他の協力で成立する運動を行うペア、グループ活動を位置付け、ア

プローチ３で貢献を自己評価できるようにしたことは、複数の友達と関わりながら貢献を実感できる

ようにする上で有効であったと考える。また、アプローチ３で付箋をもらった時の気持ちとして、

「気持ちを丁寧に言ってくれたので嬉しかった。」と答えており、他者からの感謝の言葉を前向きに

受け止めていた。このことから、アプローチ３で、互いのよさを付箋で伝え合う活動を位置付けたこ

とは、承認を実感できるようにする上で有効であったと考える。 

エ 実証授業Ⅲにおけるアプローチ２、アプローチ３の実際と考察（令和４年 10 月 28 日） 

  (ｱ) 実際 

資料３ 生徒Ａの活動の振り返り 

資料５ 生徒Ａの活動の振り返り 

資料２ 互いの考えを伝え

る活動の様子 

資料４ 自他の協力が必要 

   な運動の様子 

Ｂ 
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 実証授業Ⅱを終

え、実証授業Ⅲで

は、生徒が分担して

学習した知識を伝え

る活動を位置付け

た。展開段階でのア

プローチ２は、学習

した知識を伝えるこ

とができるように、

伝達シートを活用し

てセリフを準備させた（資料６）。生徒Ａは巧みな動きを高

める運動を担当し、体力に応じた行い方をグループのみんな

に説明して、責任を持って役割を果たそうとする姿が見られ

た（資料７）。終末段階でのアプローチ３は、友達の役に立

てたと感じたことを自己評価する場面を設定するとともに、

生徒が互いのよさを認め合えるように付箋を配付した。生徒

Ａは、友達の役に立つことができたと感じた自分の行動にチェックを入れたり、「分かりやすく話す

ために、言葉遣いに気を付けた」と記述したりしていた。また、３人の生徒から生徒Ａが担当した運

動への前向きな感想と感謝の言葉が書かれた付箋を受け取っていた（資料８）。 

(ｲ) 考察 

生徒Ａは、貢献の自己評価で自分の行動を振り返り、自分が学習した知識を丁寧にグループに伝え

ることができたことを貢献の行動であると自覚して、友達の役に立てたと感じており、授業後アンケ

ートにおいても「友達に難しい説明ができた。」と答えていた。これらのことから、アプローチ２で

分担して学習した知識を伝えるグループ活動を位置付けたことは、自分の役割に責任を持つことにつ

ながり、アプローチ３で貢献を自己評価できるようにしたことは、貢献を実感できるようにする上で

有効であったと考える。また、アプローチ３で複数の他者から付箋をもらって、「嬉しかったです。」

と答えており、複数の他者からの感謝の言葉を前向きに受け止めていた。このことから、アプローチ

３で互いのよさを付箋で伝え合う活動を位置付けたことは、承認を実感できるようにする上で有効で

あったと考える。 

(4) 全体考察 

本研究の主眼の達成度、貢献や承認の意識や、貢献

感、承認感の変容について考察する。 

本研究の実証授業は、主体的に学習に取り組む態度

を主眼として設定し、全ての生徒が主眼を達成するこ

とができた。このことから、「コネクション３」を位置

付けた授業を通して、保健体育科で目指す生徒の姿に

迫ることができると考えた。 

次に、貢献や承認の意識の変容について、事前調査

で貢献感、承認感の数値が低かった生徒Ｃは、今まで

の自分について、貢献の意識が低かったことを振り返

っているが（資料９）、本研究の実証授業では、貢献の見通しを持って授業に臨んでいた（資料 10）。

生徒Ｃのように、実証授業前と比べて貢献や承認の見通しを持って授業に臨むようになった生徒は

11％（３人）から71％（20人）に増加した。このように、生徒が貢献や承認を意識して授業に臨むこ

とができるようになったのは、導入段階にアプローチ１を位置付けたことにより、本時の学習の見通

しとともに、貢献や承認の見通しを具体的に持たせることができたことが要因であると考える。 

資料９ 生徒Ｃの振り返り 

資料 10 生徒Ｃの実証授業Ⅰ～Ⅲの振り返り 

資料８ 生徒Ａの活動の振り返り 

資料６ 生徒Ａの伝達シート 

資料７ 他者にとって新たな知識を伝える

活動の様子 
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次に、貢献感については、授業後のアンケートにおいて、生徒Ａ、

１年Ｃ組ともに事前調査と比べて向上するとともに、90％（25 人）の

生徒がアプローチ２の活動で役に立てていると感じたと回答した(図

３)。この結果は、アプローチ２の活動が貢献の視点を意識した内容で

あったことや、アプローチ３のチェックリストによる自己評価によ

り、自分の行動が他者の役に立つ行動であったことを自覚

することができたことが要因であると考える。また、生徒

Ｄのように、アプローチ３で友達から認められることで、

貢献を実感した生徒もいた（資料 11）。これらのことか

ら、アプローチ２と３を位置付けたことは、生徒が貢献を実感できる

ようにするために有効であったと考える。次に、承認感については、

生徒Ａ、１年Ｃ組ともに事前調査と比べて向上した（図４）。生徒の振

り返りには「認められて嬉しい」「また役に立とうと思った」などの記

述があり、付箋に書かれた感謝や称賛の言葉を、全ての生徒が前向き

に受け止めていた。このことから、アプローチ３で認め合う活動を位置付けたことは、承認を実感で

きるようにしたり、貢献の意欲をもたせたりする上で有効であったと考える。 

 生徒Ａは、実証授業の振り返りで、友達の役に立てたことに達成感を感じ、友達から付箋で認めて

もらえた喜びを記述していた（資料 12）。この記述は「他者のために役立った、認められたという自

己有用感」の実感を表すものであることから、一単位時間に「コネクション３」を位置付けることは、

自己有用感を実感することができる生徒を育む上で有効であったと考える。また、生徒Ａは、実証授

業を通して、いない方がよいと思っていた自分を付箋が救ってくれたと振り返っている（資料 13）。

このことから、他者の役に立ったり認められたりする授業をつくることは、生徒Ａのように、孤独を

感じて自分に自信が持てない生徒の存在感を育んだり、生徒にとって｢また受けたい｣と思える授業づ

くりを推進したりするうえで重要な意義があると考える。 

(5) 研究の成果と今後の課題 

 ア 研究の成果 

 ○ 一単位時間に生徒が他者の役に立とうとする活動と互いのよさを認め合う活動を位置付けるこ

とは、自己有用感を実感できるようにするために有効であった。 

 イ 今後の課題 

 ○ 本研究を通して、登校回避感情が低下することを期待していたが、今回の実証授業だけでは生

徒Ａの登校回避感情に改善が見られなかった。今後、貢献と承認を実感することができる授業を

他教科に広げ、継続して実践していく必要がある。 
＜引用文献＞ 

1）文部科学省(2022) 『生徒指導提要』 p.14 

＜参考文献＞ 

・ 文部科学省(2022) 『生徒指導提要』 p.46 

・ 国立教育政策研究所(2012) 『生徒指導リーフ いじめの未然防止Ⅱ』 

 

図３ 貢献感の変容 

図４ 承認感の変容 

資料 12 生徒Ａの実証授業全体の振り返り 

貢献感とともに達成感を味わっている。 

資料 13 生徒Ａの自己の存在についての振り返り 

資料 11 生徒Ｄの振り返り 

Hennyou 

Ｂ 

 

 

承認感を味わい、授業を楽しみにしている。 
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【添付資料】 

１ 評価規準と評価方法 
 貢献感 承認感 

目標 
自分の行動が他者の役に立ったと実感してい

る。 

他者の役に立った自分が認められていることを

実感している。 

評価規準 

他者の役に立つことができたと感じた自分の

行動にチェックを入れたり書き出したりしてい

る。 

他者からの称賛や感謝の言葉を前向きに受け止

めている。 

評価方法 

・学習プリントにおける記述 

・授業中の様相観察 

・授業後のアンケート 

・振り返りの記述 

・学習プリントにおける記述 

・授業中の様相観察 

・授業後のアンケート 

・振り返りの記述 

２ 実証授業の展開 

(1) 実証授業Ⅰ【心身の機能の発達と心の健康】 

 ・欲求やストレスとその対処について、習得した知識や技能を自他の生活と比較したり活用したりして、心身の健

康を保持増進する方法やストレスへの適切な対処の方法を選択することができる。     【思考・判断・表現】 

 ・他者の相談を聞き、他者の考えの参考になるようにストレスへの適切な対処方法を提案しようとすることができ 

  る。                                       【主体的に学習に取り組む態度】 

 学習活動・内容 〇指導上の留意点 

導
入
３
分 

１ 本時の見通しとめあてを確認する。 

・相談活動の必要性 
 

めあて 
相談活動を通して、ストレスへの適切な対処法を選択しよう。 

〇 授業で大切にする三つのことを確

認し、ストレスの相談活動を含む本

時の内容について、貢献や承認の見

通しをもたせるようにする。 

展
開
３
５
分 

２ 相談活動の行い方を確認する。 

（１）相談活動の留意点を把握する。 

 ・聞く(相談を受ける)時の留意点 

（２）教師による相談活動のロールプレイを見学する。 

 ・具体的な聞き方や話し方 

３ 互いのストレスを相談する。 

 ・ストレスやその対処法についての他者との比較 

 ・相談活動による心の変化 

４ 自分のストレスへの適切な対処方法について、選択する。 

 ・自分や周囲の状況、友達の意見を参考にした上での選択 

〇 安心してストレスの話をしたり自

分なりの対処法を提案したりするこ

とができるように、傾聴の約束を確

認する。 

 

〇 自他の健康に関心を持つことがで

きるようにするために、互いの考え

を伝えるペア活動として、互いのス

トレスに対して、自分なりの対処法

を伝える場面を設定する。 

終
末
１
２
分 

５ 学習をまとめる。 

６ 自他の学び方を振り返る。 

・自分が頑張ったことや友達のよかったところ 

まとめ 

ストレスについて相談することで、ストレスへの最適な対処法

の選択肢を広げ、最終的な自分の対処法についての考えを深め

ることができる。 

〇ストレスを一人で抱えないことの大

切さに気付かせるために、相談して

気付いたことや学んだことを記入さ

せる。 

〇自他のよさについて振り返らせるた

めに友達の役に立てたと感じたこと

をチェックリストで自己評価させる

ようにするとともに、友達の活動中

のよさを付箋に書いて認めさせるよ

うにする。 

 

 

(2) 実証授業Ⅱ【体つくり運動】 

・用具を用いた運動には、心と体の関係や心身の状態に気付いたり、仲間と積極的に関わり合ったりするねらいが

あることを理解できる。                                 【知識・技能】 

・用具を用いて行う運動で、仲間と関わったり、仲間の学習を援助したりすることができる。                        

【主体的に学習に取り組む態度】 

①失敗を大切にする 
②人の役に立とうとする 

③友達の頑張りやよさを認める 
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学習活動・内容 〇指導上の留意点 

導
入
５
分 

１ 本時の学習の見通しとめあてを確認する。 

 ・用具を使った運動についての見通し 
 

めあて 用具を使った運動には、心と体、関わり合いについ

てどのような良さがあるのか見つけよう。 

〇 授業で大切にする三つのことを確認

し、協力して運動を行う本時の内容

について、貢献や承認の見通しを持

たせるようにする。 

展
開
３
０
分 

２ 心と体の状態を学習プリントに記入する。 

 ・心と体の状態の把握 

３ ペアやグループで協力する用具を使った運動（ペア縄跳び、

ボール運び、台風の目）を行う。 

・ペア、グループ活動での積極的な関わりによる心と体の状態

の把握 

〇 仲間の学習を援助しようとすること

ができるようにするために、互いの

協力が必要な運動を選択し、台風の

目では、目隠しを使用して、より友

達を意識した働きかけができるよう

にする。 

終
末
１
５
分 

４ 学習をまとめる。 

 

５ 自他の学び方を振り返る。 

・用具を使った運動を通して、頑張ったこと、友達の良かった

ところ 

まとめ 用具を使った運動には、楽しさを感じたり、体が軽く

なったり、友達と絆を深めるよさがある。 

〇本時の活動における心と体の関係を

振り返ることができるようにするた

めに、学習プリントで、運動前後の

心と体の状態を比較させるようにす

る。 

〇 自他のよさについて振り返らせるた

めに、友達の役に立てたと感じたこ

とをチェックリストで自己評価させ

るようにするとともに、友達の活動

中のよさを付箋に書いて認めさせる

ようにする。 

(3) 実証授業Ⅲ【体つくり運動】 

・体の動きを高める方法では、ねらいや体力の程度に応じて、適切な強度、時間、回数、頻度などを考慮した運動

の組合せが大切であることを理解できる。                         【知識・技能】 

・ねらいに応じた行い方などについての話し合いにおいて、分担した役割を果たそうとすることができる。 

                                     【主体的に学習に取り組む態度】 

 

学習活動・内容 〇指導上の留意点 

導
入
５
分 

１ 本時の見通しとめあてを確認する。 

 ・運動計画作成についての見通し 
 

めあて 体の動きを高めるための運動を交流し、自分の体力に

合った運動計画を作ろう。 

〇 授業で大切にする三つのことを確

認し、分担して学習したことを伝え

る本時の内容について、貢献や承認

の見通しを持たせるようにする。 

展
開
３
０
分 

２ 分担して学習した運動を伝え合い、運動計画を立てる。 

 ・体の動きを高める方法 

・ねらいや自分の体力に応じた運動の組合せ 

３ 体の動きを高めるための運動計画を交流する。 

 ・自他の体力と運動の行い方の違いへの気付き 

〇 分担した役割を果たすことができ

るようにするために、分担して学習

した運動を伝える場面を設定し、伝

達シートを活用させて、確実に運動

を伝えることができるようにする。 

終
末
１
５
分 

４ 学習をまとめる。 

 

５ 自他の学び方を振り返る。 

・用具を使った運動を通して、頑張ったこと、友達のよかった

ところ 

まとめ 自分の体力に合った運動計画を立てるには、効果の目

安を決めて、回数やセット数を調整するとよい。 

〇運動計画作成について考慮したこと 

に気付かせるために、分かったこと

や気付いたことを記入させるように 

する。 

〇 自他のよさについて振り返らせる

ために、友達の役に立てたと感じた

ことをチェックリストで自己評価さ

せるようにするとともに、友達の活

動中のよさを付箋に書いて認めさせ

るようにする。 

①失敗を大切にする 
②人の役に立とうとする 
③友達の頑張りやよさを認める 

①失敗を大切にする 
②人の役に立とうとする 
③友達の頑張りやよさを認める 
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